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月 火 水 木 金 土

水 ・ 砂 ・ 土 な ど の 感 触 を 味 わ い な が ら 夏 な ら で は の 遊 び を

(幼 保 連 携 型 認 定 こ ど も 園 ) 体 育 教 室

例年より遅い梅雨明けを迎え、山の色も、空も、暑さも夏本番になりました。 〔うさぎ・らいおん組〕

楽 し み た い と 思 い ま す 。 5 6 7 8

子どもたちはプール遊びや泥んこ遊び・水遊びが大好きです。

9 10

の の さ ま の 日 身 体 計 測 交 通 安 全 指 導

保 育 目 標 (お花がありましたら

持 た せ て く だ さ い )

『反 省 (はんせい)
15 保育料納付日 16 17

』
山 の 日

12 13 14

おべんとうの日

すみません

ら い お ん

「すみません」・ は だ の ま さ み 8.11. 一 号 認 定 園 児 〈 夏 休 み 〉

ゆ あ さ ほ の か 8. 8.

言おうとする 〔うさぎ・らいおん組〕

22 23 24

あ い さ つ を 素 直 に 誕 生 会 体 育 教 室

「ありがとう」などの 19 20 21あ き よ し ふ う ま 8.13.

き り ん

ふじもと ようたろう 8. 3.

31

グローバルキッズ 体 育 教 室

26 27 28 29 30

お て ま え

避 難 訓 練

〔 ら い お ん 組 〕 〔うさぎ・らいおん組〕〔 ら い お ん 組 〕

(市教保協 ) 職 員 研 修 会

火 災

調 理 研 究 会

し た 後 ２ 日 を 経 過 し て い る こ と 排便後やおむつを取り替えた後の手洗いは丁寧に行う

溶 連 菌 感 染 症
発 熱 ・ 咽 頭 痛 ・ 苺 舌 抗菌薬の内服後２４～４８ 時間が 合併症を予防するため、症状が治まってからも、

全 身 の 発 疹 (か ゆ み を伴 う ) 経 過 し て い る こ と

疾 患 名 主 要 症 状 登 園 の め や す 備 考

咽頭結膜炎 (プール熱 ) 発 熱 ・ 咽 頭 痛 ・ 扁 桃 腺 炎 発熱、充血等の主な症状が消失 治癒後も長時間、便中にウイルスが排出されているため

決められた期間、抗菌薬を飲み続けることが必要

(アデノウイルス感染症 ) 目の充血・頭痛・吐き気・下痢

ヘ ル パ ン ギ ー ナ
発 熱 ・ 咽 頭 痛 ・ 咽 頭 に 水 疱 発 熱 や 口 腔 内 の 水 疱 ・ 潰 瘍 の 回復後も飛沫や鼻汁からは１～２週間、便からは

色 水 遊 び 水 泳 教 室

(無菌性髄膜炎を合併することがある) 影響がなく、普段の食事がとれること 数週～数か月間ウイルスが排出される。別 府 溝 部 学 園 短 期 大 学 幼 児 教 育 学 科

実 習 生 紹 介

相 田 美 咲

実 習 期 間
手 足 口 病

口の中に水疱性発疹・発熱・ 発熱や口腔内の水疱・潰瘍の影響 回復後も飛沫や鼻汁からは１～２週間、便からは

伝 染 性 紅 斑 風 邪 症 状 の 約 一 週 間 後 、 全身状態が良いこと。医師の診察を 妊 婦 へ の 感 染 を 防 止 す る こ と

羽 田 野 芽 依 ( り ん ご 病 ) 両頬の紅斑・手足に網目上の紅斑 受け許可を得ること(登園許可書は不要)

実 習 期 間

別 府 大 学 短 期 大 学 部 初 等 教 育 科

現金で園に直接納入される方は、納入日までに園までお持ちください。 ( と び ひ ) 水疱・びらん・痂皮（かさぶた） 出 な い よ う に ガ ー ゼ で 覆 う こ と

郵便局の口座より納入される方は、前日までに通帳残高のご確認をお願いします。 登園する場合は「登園のめやす」を参考にしてください。感染が広がらないようにご協力ください。

お 願 い こ ど も 園 保 育 料 納 入 日 に つ い て 手足の末端や体に水疱・喉の痛み がなく、普段の食事がとれること 数週～数か月間ウイルスが排出される。

今月の保育料納入日は 伝 染 性 膿 痂 発 疹 鼻周囲、体幹、四肢等の全身に 外用薬で処置し、浸出液がしみ 広 範 囲 の 場 合 は 登 園 不 可

夏に子どもたちの間で流行する感染症の中には、特別な治療法はなく、基本的に子ども自身が持っている

免疫力や体力で回復するのを待つしかないものがあります。その為、「免疫力を落とさないこと」と「病気にク ッ キ ン グ

保育所における感染症対策ガイドライン（2018 年改訂版）より

(市教保協 )

負けない体力をつけること」が大切です。また、感染した時には早めの受診をお願いします。

げ ん き キ ッ ズ 会 議


